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予後の制定，即ち患者家族K対する予後の警告等K 基礎的成績lζよれば，濯流液自身の影響は殆んど
ついて，一般開業医師は常に一抹の不安と苦J凶とを なく，濯流速度の影響が著明で，低速度を保つ事が
覚えているが，植竹病院においてガストロカメラを 必要である。この脳室濯流法は薬物の中枢作用を検
併用する様になって以来著るしく，確信の度を深め 討するための有力な手段の一つである。
得る様になったのでガストロカメラの診断，治療経
過観察，予後判定，についての利用経験を，本年 7
23)脳幹部刺激と Nystagmus
月以降の検査対象例 76例の中，慢性胃炎，胃癌，胃 
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ポリープ，胃切除者等の 5例についで報告した。 眼球運動の中枢神経路は未だ充分に解明されてい
尚 76例中，正常 13，慢性胃炎 44，胃癌 6.胃潰療 ない。そ ζで私はとれを究明するため Sawyerの 
10，胃ポリープ 2，判読不能 2の割合となっている。 坐標図lζ従い，ウサギの脳幹部Iζ電極を植込み電気
刺激Kよって実験的に中枢性眼球振擾  (cantral 
21)若年者胃癌の 1治験例並びに教室に於ける若 nystagmus)を生ぜしめ，各種中枢興奮薬及び中枢
年者悪性腫壌の統計 抑制薬を応用したさいの変化を観察する事lとより，
松崎功 眼運動の中枢路を薬理学的に検索すると共にあわせ
胃癌は本邦において癌の主位を占め，概ね中年期 てそれら薬物の脳幹部lζ対する作用機構を追究して
以後にその発生頻度が高く 40才以上が凡そ 83%を いる。周知の如く脳幹部は多くの神経核や神経伝導
占め，若年者胃癌は比較的稀にして， 20才以下の胃 路の存在する部位であり，実験lζ於て種々多様な副
癌は極稀れである。私は 15才の女性K見られた胃 反応が附随する。例えば脳幹部を電気刺激する事に
癌の 1例を経験したので，教室における若年者悪性 より動物が特有な回転運動を起したり或いは自律神
腫蕩の統計と，その 60%を占める若年者胃癌の統 経性諸症状(唾液分泌，流涙，瞬膜散大，気管枝哨
計的観察を試みてみた。若年者胃癌Iとおいても男性 息様症状，尿意頻数，排便等)を起す事l乙関しては 
K多く，一般胃癌の男女比に比して，若年者では， 報告も多い。乙れら諸症状lζ対する薬物の作用を検
女性の擢患率が高くなっている。心情部疹痛を初発 討する事は，脳幹部の複雑な機能の解明lζ寄与する
症状とする者が多く，主訴も主主痛，膨満感，悪心， ものと考える。
恒吐などが多い。また，一般胃癌に比して切除率も
低く予後不良なことは，患者が医家を訪れる ζとが
24)血清肝炎の経験
小高通夫(幸手農協病院)遅いとか，若年者だけに確定診断が遅れるとか種々
あると思われるが，改めて早期診断早期手術の必要 本年 1月より 10月比至る間に宰手病院に於て発
を痛感するものである。 生を見 Tこ輸血後血清肝炎 6例を中心として若干の考
察を加えた。
22)脳室濯流法による薬理学的研究
発生月別では 5月以降K全例がみられ， 3月迄保
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存血を使用していなかった事実と関連性がある様に
呼吸中枢，血管運動中枢は延髄に在るとされ，乙 思われ，更に発生率についても新鮮血使用例 4.5%
とに後者の高位中枢 K関しては視床下部，大脳等ょ に対し，新鮮血併用例を含む保存血使用例では 33.1
りの調節的支配の存在が論じられている。これら中 %もの高率を示し，保存血の汚染が考えられ，保存
枢神経系 K対する薬物の作用を研究するため K呼吸 血給血者の調査を行ったが，感染源はっきとめ良れ
及び血圧曲線を指標とした新しい脳室濯流法を試み なかった。肝炎の発生と輸血量，性別及び年令聞に
たので実験方法及び基礎的成績を報告する。麻酔下 は特別の関連はない。潜伏期は 46--179日である。
の猫を脳定位固定装置に固定し， Jasperの坐標図 症状は全例，肝肥大を伴い無熱。肝機能障碍あり特 
K従ってカニューレを側脳室に挿入し， 380C K暖(jj 1[.ブロムサルファレンの欝滞は著明である。治療は
た酸素飽和液 Lockeを一定速度で流入せしめ，一 安静及び肝庇護にて全例治癒す。
方小脳延髄槽内或は中脳水道lζ挿入したカニューレ 感染源として，ビーJレス保有者が考え，られ現在
より流出せしめ，諸脳室を濯流する。更に静注叉は の黄痘の既往の問診と触診のみでは危険であり，有
濯流液中に投与した薬物の作用による呼吸及び血圧 料給血者応対しては肝機能検査の施行が望ましい。
曲線の変化をスス紙上に描記する。
